
平成　　　　年　　　　月　　　　日

学域・研究科名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学　籍　番　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成　　年度

平成　　年度

平成　　年度

平成　　年度

平成　　年度

平成　　年度

平成　　年度

平成　　年度

(入学年度）

履修年度 前　　　　　　　期 後　　　　　　　期

履修計画

長期履修計画書

（入学時点から休学した期間も含めて記載すること）



「長期履修計画書」の記入上の注意

１．年度別に前期，後期の欄に分けて記入してください。

　　　・この年度における前期，後期は４月入学，１０月入学にかかわらず，各年度における前期

　　　（４月から９月）と後期（１０月から３月）のことですので，１０月入学の方は，履修計画を入学

　　　年度の後期より書き始めることになります。

２．入学時から，休学した期間を必ず記入してください。

３．学年途中からの申請者も，入学時から長期履修の計画を含めた修了までの予定を記入して

　　ください。

４．具体的に履修科目名が決まっている場合は，科目名と単位数（博士課程については博士論

　　文研究も）を列挙してください。

５．科目名が決まっていない場合は，科目の種類等別で計画を記入してください。

　　（科目の種類別での記入が困難な場合は，おおまかに履修内容を記入してください。）

　　　＜例＞

　　　　初期総合カリキュラム  　　　　 　　４単位

　　　　博士課程共通科目　　 　　　  　 　２単位

　　　　専攻共通科目  　 　　　　 　　　　１２単位

　　　　研究分野開設科目（特論） 　　　１２単位

　　　　博士論文研究

※　この計画書どおりに必ず履修しなければならないということはありませんが，延長は認められ

　　　ないので，指導教員と充分に話し合って計画してください。また，履修期間の短縮（１回限り）

　　　は，許可された際に短縮した分の授業料を一括して支払うことになりますので，一時的な経済

　　　負担となります。



平成　　　　年　　　　月　　　　日

研究科名　医薬保健学総合研究科（保健学専攻）

受　験　番　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大学院ＧＳ科目 大学院ＧＳ科目

博士前期課程共通科目 博士前期課程共通科目

所属分野特論 所属分野共通科目

所属分野演習

所属分野課題研究 所属分野課題研究

所属分野課題研究

平成   年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

平成   年度

平成   年度

平成   年度

平成   年度

(入学年度）

長期履修計画書

（入学時点から休学した期間も含めて記載すること）

履修計画

履修年度 前　　　　　　　期 後　　　　　　　期



「長期履修計画書」の記入上の注意

１．年度別に前期，後期の欄に分けて記入してください。

　　　・この年度における前期，後期は４月入学，１０月入学にかかわらず，各年度における前期

　　　（４月から９月）と後期（１０月から３月）のことですので，１０月入学の方は，履修計画を入学

　　　年度の後期より書き始めることになります。

２．入学時から，休学した期間を必ず記入してください。

３．学年途中からの申請者も，入学時から長期履修の計画を含めた修了までの予定を記入して

　　ください。

４．具体的に履修科目名が決まっている場合は，科目名と単位数（博士課程については博士論

　　文研究も）を列挙してください。

５．科目名が決まっていない場合は，科目の種類等別で計画を記入してください。

　　（科目の種類別での記入が困難な場合は，おおまかに履修内容を記入してください。）

　　　＜例＞

　　　　初期総合カリキュラム  　　　　 　　４単位

　　　　博士課程共通科目　　 　　　  　 　２単位

　　　　専攻共通科目  　 　　　　 　　　　１２単位

　　　　研究分野開設科目（特論） 　　　１２単位

　　　　博士論文研究

※　この計画書どおりに必ず履修しなければならないということはありませんが，延長は認められ

　　　ないので，指導教員と充分に話し合って計画してください。また，履修期間の短縮（１回限り）

　　　は，許可された際に短縮した分の授業料を一括して支払うことになりますので，一時的な経済

　　　負担となります。



平成　　　　年　　　　月　　　　日

研究科名　医薬保健学総合研究科（保健学専攻）

受　験　番　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大学院GS科目 所属分野特講演習

平成29年度 所属分野特講

所属分野特別研究 所属分野特別研究

平成30年度 副論データ収集 副論執筆

所属分野特別研究 所属分野特別研究

平成31年度 博士論文データ収集 博士論文データ分析

博士論文執筆 博士論文執筆

平成32年度

博士論文投稿・査読対応 博士論文提出

平成33年度

平成　　年度

平成　　年度

平成　　年度

(入学年度）

長期履修計画書

（入学時点から休学した期間も含めて記載すること）

履修計画

履修年度 前　　　　　　　期 後　　　　　　　期



「長期履修計画書」の記入上の注意

１．年度別に前期，後期の欄に分けて記入してください。

　　　・この年度における前期，後期は４月入学，１０月入学にかかわらず，各年度における前期

　　　（４月から９月）と後期（１０月から３月）のことですので，１０月入学の方は，履修計画を入学

　　　年度の後期より書き始めることになります。

２．入学時から，休学した期間を必ず記入してください。

３．学年途中からの申請者も，入学時から長期履修の計画を含めた修了までの予定を記入して

　　ください。

４．具体的に履修科目名が決まっている場合は，科目名と単位数（博士課程については博士論

　　文研究も）を列挙してください。

５．科目名が決まっていない場合は，科目の種類等別で計画を記入してください。

　　（科目の種類別での記入が困難な場合は，おおまかに履修内容を記入してください。）

　　　＜例＞

　　　　初期総合カリキュラム  　　　　 　　４単位

　　　　博士課程共通科目　　 　　　  　 　２単位

　　　　専攻共通科目  　 　　　　 　　　　１２単位

　　　　研究分野開設科目（特論） 　　　１２単位

　　　　博士論文研究

※　この計画書どおりに必ず履修しなければならないということはありませんが，延長は認められ

　　　ないので，指導教員と充分に話し合って計画してください。また，履修期間の短縮（１回限り）

　　　は，許可された際に短縮した分の授業料を一括して支払うことになりますので，一時的な経済

　　　負担となります。
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